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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成30年9月20日(2018.9.20)

【公開番号】特開2017-133446(P2017-133446A)
【公開日】平成29年8月3日(2017.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2017-029
【出願番号】特願2016-15158(P2016-15158)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｌ  13/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｄ  13/02     (2006.01)
   Ｆ０１Ｌ   1/04     (2006.01)
   Ｆ０１Ｌ   1/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｌ   13/00     ３０１Ｆ
   Ｆ０２Ｄ   13/02     　　　Ｌ
   Ｆ０１Ｌ    1/04     　　　　
   Ｆ０１Ｌ    1/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年8月7日(2018.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　そして、図５(ａ)及び図６(ａ)に示すように第二制御軸６１を一方に回動させることで
、制御カム６３でガイド部材５３及びスライダ３７を介して第二関節部３２を第二制御軸
６１の径方向外方に押圧する。それにより、第二関節部３２の初期位置がリフト方向側に
シフトする。それにより、図６(ｃ)に示すように、作用角θが増大する。このとき、最大
リフト量Ｌは増大しない。第二関節部３２の初期位置がシフトすると伴に、第二関節部３
２の往復動方向Ｄのリフト方向側が第一制御軸５１の径方向外側にシフトすることで、最
大リフト量Ｌの増大が相殺されるからである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　また、図５(ｂ)及び図６(ｂ)に示すように第二制御軸６１を他方に回動させて制御カム
６３のノーズを退避させることで、リターンスプリング（図示略）のバネ力で、第二関節
部３２を第二制御軸６１の径方向内方にシフトさせる。それにより、第二関節部３２の初
期位置が戻り方向にシフトする。それにより、図６(ｄ)に示すように、作用角θが減少す
る。このとき、最大リフト量Ｌは減少しない。第二関節部３２の初期位置がシフトすると
伴に、第二関節部３２の往復動方向Ｄのリフト方向側が第一制御軸５１の径方向内側にシ
フトすることで、最大リフト量Ｌの減少が相殺されるからである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
［効果］
　本実施例１によれば、次の効果を得ることができる。すなわち、第一可変装置５０によ
り、作用角θを変更することなく最大リフト量Ｌを連続的に変更することができ、第二可
変装置６０により、最大リフト量Ｌを変更することなく作用角θを連続的に変更すること
ができるので、最大リフト量Ｌと作用角θとを任意に変更することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　　１　　可変動弁機構
　　６　　バルブ
　　９　　カム軸
　１０　　カム
　１１　　ベース円
　１２　　メインノーズ
　１３　　サブノーズ
　２０　　伝達機構
　２１　　第一リンク
　２２　　第二リンク
　２３　　第三リンク
　２４　　第四リンク
　３２　　第二関節部（所定の関節部）
　５０　　第一可変装置
　５１　　第一制御軸
　５２　　回動レバー
　５３　　ガイド部材
　６０　　第二可変装置
　６１　　第二制御軸
　６３　　制御カム
　　Ｃ　　リフト曲線
　　Ｌ　　最大リフト量
　ｄＬ　　最大リフト量変化
　ΔＬ　　最大リフト量の可変幅
　　θ　　作用角
　ｄθ　　作用角変化
　Δθ　　作用角の可変幅
　　Ｄ　　第二関節部の往復動方向
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